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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プログラムに対応する映像ストリームから複数の部分を選択することにより複数の関連
映像セグメントの収集を生成する方法であって、前記複数の関連映像セグメントの収集の
第１持続時間は前記プログラムの第２持続時間に比べて相対的に短い、方法であり：
　前記プログラムに関連する複写情報を受信する段階であって、前記複写情報は複数の文
を有する、段階；
　前記複数の文の第１文において第１感嘆構文要素を検出する段階；
　前記第１感嘆構文要素に対応する、前記映像ストリームからの複数の部分の第１部分を
選択する段階；及び
　前記複数の部分の前記第１部分を前記複数の関連映像セグメントの第１セグメントと関
連付ける段階；
　を有する方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、第１感嘆構文要素は、感嘆符、大文字で表された単語
、大文字で表された単語を有する文、下線が付けられた文字で表された単語、イタリック
体で表された単語、ボールド体で表された単語、及び他の文における他の文字と比較して
相対的に大きい文字で表された単語のうちの１つである、方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法であって、前記複写情報は、クローズドキャプションテキスト、
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テレテキストを用いて交換される複数のサブタイトル、及びオーバーレイされたテキスト
として交換される複数のサブタイトル、のうちの１つである、方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の方法であって：
　特定の単語の集合の第２単語と同じ第１単語を有する比較的短い文をフィルタリング除
去する段階；
　を更に有する、方法。
【請求項５】
　請求項４に記載の方法であって、前記特定の単語の集合は単語“はい”、“いいえ”及
び“ありがとう”を有する、方法。
【請求項６】
　請求項１に記載の方法であって：
　前記選択された複数の部分の順序を変える段階；
　を更に有する、方法。
【請求項７】
　請求項１に記載の方法であって、前記複数の関連映像セグメントの収集の前記第１持続
時間は：
　所定値に等しい；及び／又は
　検出された複数の感嘆構文要素の存在の第３持続時間により決定される；及び／又は
　ユーザにより制御可能である；及び／又は
　前記プログラムの前記第２持続時間に関連する；及び／又は
　前記プログラムにおける複数の検出された感嘆構文要素に関連する；
　方法。
【請求項８】
　プログラムに対応する映像ストリームから複数の部分を選択することにより複数の関連
映像セグメントの収集を生成する映像セグメント編集ユニットであって、前記複数の関連
映像セグメントの前記収集の第１持続時間は前記プログラムの第２持続時間に比べて相対
的に短い、映像セグメント編集ユニットであり：
　前記複写情報は複数の文を有する、前記プログラムに関連する複写情報を受信する第１
手段；
　前記複数の文の第１文における第１感嘆構文要素を検出する第２手段；
　前記第１感嘆構文要素に対応する、前記映像ストリームからの複数の部分の第１部分を
選択する第３手段；並びに
　前記複数の部分の前記第１部分を前記関連映像セグメント群の第１セグメントと関連付
ける第４手段；
　を有する映像セグメント編集ユニット。
【請求項９】
　請求項８に記載の映像セグメント編集ユニットであって、前記第３手段は、検出された
複数の感嘆構文要素の開始時間及び停止時間、並びに前記開始時間及び停止時間と好適に
適合するそれぞれの部分の始まり及び終わりを決定するように備えられている、映像セグ
メント編集ユニット。
【請求項１０】
　請求項８に記載の映像セグメント編集ユニットであって、前記複数の関連映像セグメン
トの収集はそれぞれの部分の複数の複写、又は好適には、記憶されるポインタの集合とし
て記憶され、前記ポインタは、前記それぞれの部分の前記始まり又は終わりに対応する前
記映像ストリーム内の開始位置又は停止位置を表す、映像セグメント編集ユニット。
【請求項１１】
　映像記憶システムであって：
　映像ストリームを受信する受信ユニット；
　前記映像ストリームの記憶のため及び前記映像システムから選択された複数の関連映像
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セグメントの収集の記憶のための記憶手段；並びに
　前記複数の関連映像セグメントの前記収集を生成する、請求項８に記載の映像セグメン
ト編集ユニット；
　を有する映像記憶システム。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の映像記憶システムであって、前記記憶手段はハードディスクを有す
る、映像記憶システム。
【請求項１３】
　請求項１１に記載の映像記憶システムであって、前記記憶手段は取り外し可能メモリ装
置に前記映像ストリームを記憶するように備えられている、映像記憶システム。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の映像記憶システムであって、前記取り外し可能メモリ装置は光ディ
スクを有する、映像記憶システム。
【請求項１５】
　請求項１１に記載の映像記憶システムであって、前記記憶手段は、前記複数の関連映像
セグメントの収集及び前記映像ストリームを記憶する同一のメモリ装置を有する、又は前
記記憶手段は、前記複数の関連映像セグメントの前記収集及び前記映像ストリームを記憶
する別個のメモリ装置を有する、映像記憶システム。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の映像記憶システムであって、前記記憶手段が取り外し可能である場
合、前記映像ストリーム及び前記複数の関連映像セグメントの前記収集は前記同一のメモ
リ装置に記憶される、映像記憶システム。
【請求項１７】
　コンピュータ構成によりロードされるソフトウェアプログラムであって、当該ソフトウ
ェアプログラムは、プログラムに対応する映像ストリームからそれぞれの部分を選択する
ことにより複数の関連映像セグメントの収集を生成するための命令を有し、前記複数の関
連映像セグメントの前記収集の第１持続時間は前記プログラムの第２持続時間に比べて相
対的に短く、前記コンピュータ構成は処理手段及びメモリを有し、当該ソフトウェアプロ
グラムはロードされた後に次の段階であって：
　前記プログラムに関連する複写情報を受信する段階であって、前記複写情報は複数の文
を有する、段階；
　前記複数の文の第１文における第１感嘆構文要素を検出する段階；
　前記第１感嘆構文要素に対応する、前記映像ストリームから複数の部分の第１部分を選
択する段階；及び
　前記複数の部分の前記第１部分を前記複数の関連映像セグメントの第１セグメントと関
連付ける段階；
　を実行する能力を前記処理手段に与える、ソフトウェアプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プログラムに対応する映像ストリームからそれぞれの部分を選択することに
より関連映像セグメントの収集を生成する方法であって、関連映像セグメントの収集の第
１期間はプログラムの第２期間と比べて相対的に短い、方法に関する。
【０００２】
　本発明は、更に、プログラムに対応する映像ストリームから関連部分を選択することに
より関連映像セグメントの収集を生成するための映像セグメント編集であって、関連映像
セグメントの収集の第１期間はプログラムの第２期間と比べて相対的に短い、映像セグメ
ント編集に関する。
【０００３】
　本発明は、映像記憶システムであって：
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－　映像ストリームを受信するための受信ユニット；
－　映像ストリームの記憶及び映像ストリームから選択される関連映像セグメントの収集
の記憶のための記憶媒体；
－　上記の関連映像セグメントの収集を生成するための映像セグメント編集ユニット；
を有する映像記憶システムに更に関する。
【０００４】
　本発明は、コンピュータ構成によりロードされるコンピュータプログラムプロダクトで
あって、プログラムに対応する映像ストリームから関連部分を選択することにより関連映
像セグメントの収集を生成するための命令を有し、関連映像セグメントの収集の第１期間
はプログラムの第２期間と比べて相対的に短く、コンピュータ構成は処理手段とメモリと
を有する、コンピュータプログラムプロダクトに更に関する。
【背景技術】
【０００５】
　人々のリビングルームでアクセスされ且つ消費される音声－映像情報量は益々増加して
いる。この傾向は、将来のテレビジョン受信器及びパーソナルコンピュータにより提供さ
れる技術及び機能性の両方の収束のために更に加速される可能性がある。対象の音声－映
像情報を選択するためであって、大量の利用可能な音声－映像情報に亘って効果的にナビ
ゲートし、適切な関連する音声－映像情報についてユーザに支援するためにツールが必要
とされる。ユーザが記録された音声－映像情報の即座のオーバービューを得ることを可能
にするための、及び、全体的な記録されたプログラムをどのように見るかを決定するため
の関心のあるフィーチャは映像トレーラの自動生成である。プログラムが記録されてしま
っている又は記録されるとき、記録プログラムは映像ストリームから関連映像セグメント
を選択するように分析される。関連映像セグメントが表示された後、ユーザは記録されて
いるプログラムの適切なオーバービューを提供される。
【０００６】
　冒頭の段落で説明した種類の方法の形態について、文献、“Ｖｉｄｅｏ　Ａｂｓｔｒａ
ｃｔｉｎｇ”，ｂｙ　Ｒ．Ｌｉｅｎｈａｒｔ，ｅｔ　ａｌ．，ｉｎ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａ
ｔｉｏｎｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　ＡＣＭ，４０（１２），ｐｐ．５５－６２，　１９９７に記
載されている。この文献において、映像データは４層にモデル化されることが記載されて
いる。最も低いレベルにおいては、フレームの集合を有し、次に高いレベルにおいては、
フレームはショット又は連続カメラ記録にグループ化され、連続ショットはストーリーの
一貫性に基づいてシーンに集められる。全てのシーンは一緒になって映像を構成する。ク
リップの概念については、要約の要素であるように選択されるフレームシーケンスとして
説明されている。従来の方法は映像コンテンツのセグメント化及び分析、クリップ選択及
びクリップ組み立ての３つの段階を有する。分析段階の目的は、例えば、主役の俳優、発
砲、爆発のクローズアップ等の特別なイベント及びテキストを見つけることである。従来
の方法の不利点は、それが比較的複雑であり、ロバストでないことである。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、比較的容易である、冒頭の段落で説明した種類の方法を提供すること
である。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　このような本発明の目的は、次の方法であって：
－　プログラムに関連する複写情報を受信する段階であって、複写情報は複数の文を有す
る、段階；
－　文の第１文において感嘆構文要素を検出する段階；
－　第１感嘆構文要素に対応する映像ストリームから一部の第１部分を選択する段階；及
び
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－　一部の第１部分を関連映像セグメントの第１セグメントと関連付ける段階；
を有する方法により達成される。
【０００９】
　感嘆構文要素を用いることが感嘆符を意味する場合、単語は大文字で表され、文は大文
字で表された単語を有し、単語は下線付き文字で表され、単語はイタリック体で表され、
単語はボールド体で表され、又は単語は他の文における他の文字に比べて相対的に大きい
文字で表される。
【００１０】
　複写情報は、例えば、クローズドキャプションとして、テレテキストを用いて交換され
る複数のサブタイトルとして、又は映像ストリームの画像とマージされるグラフィックデ
ータとして交換される及び／又は記憶される複数のサブタイトルとして表され、結果とし
てオーバーレイされたテキストを得る。
【００１１】
　一般に、感嘆符で終了する文は、映像要約か又は映像トレーラが好奇心をもたらし及び
注目を維持するように、映像プリビューに含まれることができる興味のある映像セグメン
トに対応している。サブタイトル及びクローズドキャプションにおいて、表現が大声で言
われ又は表現される、例えば、人が叫んでいるとき、文は全ての単語が大文字で表される
。それらの文に関連するセグメントは、より人の心を捕らえ且つ興味をもたれる映像プリ
ビューを作成するために好適に用いられる。
【００１２】
　本発明に従った方法の実施形態は、特定の単語の集合の第２単語と同じである第１単語
を有する比較的短い文章をフィルタリング除去する段階を更に有する。単語の集合は、単
語、“はい”、“いいえ”及び“ありがとう”を有することが可能である。換言すれば、
例えば、“はい”、“いいえ”等のしばしば表現される短い文章は、それらは重要度が低
いとみなされるため、フィルタリング除去される。
【００１３】
　本発明に従った方法の実施形態においては、選択された部分の順序が変更される。適切
な順序に選択された部分を照らし合わせる、即ち、オリジナルプログラムにおけるような
順序に一致させることにより、あまりに多くのストーリーが現れる可能性がある。順序を
変更することにより、この可能性は小さくなる。
【００１４】
　本発明の他の目的は、比較的容易な方式で関連映像セグメントの収集を生成するように
備えられた、冒頭の段落で説明した種類の映像セグメント編集ユニットを提供することで
ある。
【００１５】
　このような本発明の目的は、映像セグメント編集ユニットが：
－　プログラムに関連した複写情報を受信するための受信手段であって、複写情報は複数
の文を有する、受信手段；
－　文群の第１文において感嘆構文要素を検出するための検出手段；
－　第１感嘆構文要素に対応する映像ストリームから部分群の第１部分を選択するための
選択手段；並びに
－　部分群の第１部分を関連映像セグメント群の第１セグメントと関連付けるための関連
付け手段；
を有することで達成される。
【００１６】
　本発明の他の目的は、比較的容易な方式で関連映像セグメントの収集を生成するように
備えられた、冒頭の段落で説明した種類の映像記憶システムを提供することである。
【００１７】
　このような本発明の目的は、映像記憶システムの映像セグメント編集ユニットが：
－　プログラムに関連した複写情報を受信するための受信手段であって、複写情報は複数
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の文を有する、受信手段；
－　文群の第１文において感嘆構文要素を検出するための検出手段；
－　第１感嘆構文要素に対応する映像ストリームから部分群の第１部分を選択するための
選択手段；並びに
－　部分群の第１部分を関連映像セグメント群の第１セグメントと関連付けるための関連
付け手段；
を有することで達成される。
【００１８】
　本発明に従った映像記憶システムの実施形態においては、記憶手段はハードディスクを
有する。本発明に従った映像記憶システムの他の実施形態においては、記憶手段は、取り
外し可能メモリ装置、即ち、光ディスクのような取り外し可能記憶媒体に映像ストリーム
を記憶するように備えられ手いる。本発明に従った映像セグメント編集ユニットは、例え
ば、テレビジョン装置、コンピュータ、ビデオレコーダ（ＶＣＲ）、ＤＶＤレコーダ、セ
ットトップボックス、衛星放送チューナ又は家電製品分野の他の装置に備えられることが
可能である。
【００１９】
　本発明の他の目的は、比較的容易な、冒頭の段落で説明した種類のコンピュータプログ
ラムプロダクトを提供することである。
【００２０】
　このような本発明の目的は、ロードされた後のコンピュータプログラムプロダクトは次
のような能力であって：
－　プログラムに関連する、複数の文を有する複写情報を受信し；
－　文群の第１文において第１感嘆構文要素を検出し；
－　第１感嘆構文要素に対応する映像ストリームから部分群の第１部分を選択し；及び
　部分群の第１部分を関連映像セグメント群の第１セグメントと関連付ける；
ことを実行する、能力を前記処理手段に与えることで達成される。
【００２１】
　その方法の修正及び変形は、上記の、映像記憶システム及びコンピュータプログラムプ
ロダクトの映像セグメント編集ユニットの修正及び変形に対応することが可能である。
【００２２】
　本発明に従った、方法、映像記憶システムの映像セグメント編集ユニット及びコンピュ
ータプログラムプロダクトの上記の及び他の特徴については、以下、添付図面を参照しな
がら詳述する実施形態に関連して明らかとなり、理解されるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　プログラムは、テレビ局、即ち、テレビ放送局による放送のようなテレビジョンプログ
ラムであることが可能である。典型的には、テレビジョンプログラムはテレビジョン装置
により視聴される。しかしながら、プログラムは又、他のタイプのコンテンツプロバイダ
により、例えば、インターネットにより供給されることが可能である。その場合、プログ
ラムは、テレビジョン装置ではなく他の種類の装置により視聴されることが可能である。
代替としては、プログラムは放送されるものではなく、例えば、光ディスク又はカセット
テープ等の取り外し可能媒体により交換されるものがある。本発明が広い範囲を有するこ
とは後に明らかになるであろう。
【００２４】
　テレビジョン信号は、ピクチャ情報、音声情報及び、例えば、テレテキスト情報のよう
な付加情報を有する。テレビジョン信号はテレビジョンプログラムを送信する。テレビジ
ョンプログラムは、映画、エピソードのシリーズ、演劇を記録した再生映像、ドキュメン
タリ又はスポーツプログラムを有することが可能である。それらの種類のテレビジョンプ
ログラム情報は、複数のコマーシャルブレーク情報及びアナウンス情報のユニットにより
中断される可能性がある。各々のコマーシャルブレークは、通常、複数のコマーシャルメ
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ッセージを含む。
【００２５】
　図１は、本発明に従った記録及び再生装置１００の実施形態を模式的に示している。こ
の記録及び再生装置１００はハードディスクに基づく映像記憶システムである。その記録
及び再生装置１００は、受信信号ＴＳに含まれるテレビジョン信号ＦＳを記録するように
及び記録されたテレビジョン信号ＡＦＳを再生するように適合される。受信信号ＴＳは、
アンテナ又はケーブルにより受信された放送信号であることが可能であるが又、例えば、
ＶＣＲ（ビデオカセットレコーダ）又はＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　
Ｄｉｓｋ）等の記憶装置からの信号であることが可能である。受信信号は入力コネクタ１
１０により供給される。再生テレビジョン信号ＡＦＳは出力コネクタ１１２において供給
され、例えば、テレビジョン装置から構成されるディスプレイ装置により表示されること
が可能である。
【００２６】
　記録及び再生装置１００は：
－　信号ＴＳを受信するための受信ユニット１０２（例えば、チューナである、この受信
ユニット１０２は、テレビ局のテレビジョン信号ＦＳを選択するように備えられる。この
テレビジョン信号ＦＳはテレビジョンプログラム２００に対応する映像ストリームを表す
。）； 
－　受信ユニット１０２により供給される映像ストリームの記憶のための記録及び再生手
段１０６（記録及び再生手段１０６は、記録されるべきテレビジョン信号ＦＳを処理し、
周知である再生テレビジョン信号ＡＦＳを処理するための信号処理段階を有する。この処
理段階はデータ圧縮を有することが可能である。記録及び再生手段１０６は、処理テレビ
ジョン信号ＦＳの記録のために記録媒体としてハードディスクを有する。）；
－　再生テレビジョン信号ＡＦＳへの記憶情報の適合のため及び、例えば、テレビジョン
装置に出力コネクタ１１２によるこの再生テレビジョン信号ＡＦＳの送信のための交換ユ
ニット（その適合は、映像ストリームを表すテレビジョン信号ＦＳの担体における変調を
有することを可能にする。記憶情報は、受信ユニット１０２により供給される映像ストリ
ームと関連映像セグメントの収集とを有する。）；並びに
－　テレビジョンプログラムに対応する映像ストリームからそれぞれの部分を選択するこ
とによりそのような関連映像セグメントの収集を生成するための映像セグメント編集ユニ
ット１０８（この映像セグメント編集ユニット１０８の目的は、映像トレーラ又は代替と
して映像ストリームの映像要約を生成することである。それ故、関連映像セグメントの収
集の期間はテレビジョンプログラムの期間に比べて相対的に短い。例えば、テレビジョン
プログラムは１又は２時間を要し、関連映像セグメントの収集の期間は秒乃至分のオーダ
ーである。それは、例えば、１０秒乃至２分の範囲である。結果として、各々の関連映像
セグメントが続くのはほんの数秒間である。ユーザの要請に基づき、選択されるべき関連
映像セグメントの持続時間は長くされる又は短くされることが可能である。全ての関連映
像セグメントが同じ長さを有する必要はない。関連映像セグメントの収集の生成は、映像
ストリームの記録中又は記録が終了した後に実行されることが可能である。前者の場合、
映像ストリームは接続１１４により供給され、後者の場合、映像ストリームは接続１１６
により供給される。）；
を有する。
【００２７】
　映像セグメント編集ユニット１０８は：
－　プログラムに関連する複写情報を受信するための複写情報受信ユニット１１８（複写
情報は、複数の文を有し、クローズドキャプションテキストとして、テレテキストを用い
て交換される複数のサブタイトルとして、若しくは、交換される又は映像ストリームの複
数の画像とマージされるグラフィックデータとして記憶される複数のサブタイトルとして
、実施され、結果的に、オーバーレイされたテキストを得ることが可能である。）
－　文における感嘆構文要素を検出するためのテキスト分析ユニット１２０（感嘆構文要
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素は、感嘆符、大文字で表される単語、大文字で表された単語を有する文、下線が付けら
れた大文字で表された単語、イタリック体で表された単語、ボールド体で表された単語又
は他の文における他の大文字と比較して相対的に大きい大文字で表された単語であること
が可能である。サブタイトルの検出は、好適には、国際公開第２００２／０９３９１０号
パンフレットに記載されている方法に基づく。次の２つの文献において、映像セグメント
におけるテキスト検索のための適切な技術が更に開示されている。それらの文献は、“Ｍ
ＰＥＧ－７　Ｖｉｄｅｏ　Ｔｅｘｔ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　Ｓｃｈｅｍｅ　ｆｏｒ　
Ｓｕｐｅｒｉｍｐｏｓｅｄ　Ｔｅｘｔ”，ｂｙ　Ｎ．Ｄｉｍｉｔｒｏｖａ，Ｌ．Ａｇｎｉ
ｈｏｔｒｉ，Ｃ．Ｄｏｒａｉ，Ｒ．Ｂｏｌｌｅ，ｉｎ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓ
ｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　ａｎｄ　Ｉｍａｇｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ
ｓ　Ｊｏｕｒｎａｌ，Ｓｅｐｔｅｍｂｅｒ，２０００及び“Ｔｅｘｔ　Ｄｅｔｅｃｔｉｏ
ｎ　ｆｏｒ　Ｖｉｄｅｏ　Ａｎａｌｙｓｉｓ”，ｂｙ　Ｌ．Ａｇｎｉｈｏｔｒｉ，Ｎ．Ｄ
ｉｍｉｔｒｏｖａ，ｉｎ　ＩＥＥＥ　Ｗｏｒｋｓｈｏｐ　ｏｎ　Ｃｏｎｔｅｎｔ－ｂａｓ
ｅｄ　Ａｃｃｅｓｓ　ｏｆ　Ｉｍａｇｅ　ａｎｄ　Ｖｉｄｅｏ　Ｌｉｂｒａｒｉｅｓ，Ｃ
ｏｌｏｒａｄｏ，Ｊｕｎ　‘９９である。）；
－　感嘆構文要素に対応する映像ストリーム２００から部分２０２乃至２１４を選択する
ための映像選択ユニット１２２（その選択ユニット１２２は、感嘆構文要素の存在する開
始及び終了の瞬間を決定するように備えられている。それぞれの部分２０２乃至２１４の
始め及び終わりは、好適には、それらの開始及び終了の瞬間とマッチングする）；並びに
－　選択部分２０２乃至２１４を関連映像セグメントと関連付けるための関連付けユニッ
ト１２４（関連映像セグメントの収集は、オリジナルの映像ストリームのそれぞれの部分
の複写の数として記憶されることが可能である。しかし、好適には、ポインタの集合のみ
が記憶される。それらのポインタは、映像ストリームの選択部分の始め又は終わりそれぞ
れに対応する映像ストリーム内の開始又は終了位置を示す。映像データ又はポインタとし
ての関連映像セグメントの収集は、オリジナルの映像ストリームの記憶のために適用され
る同じメモリ装置又は分離されたメモリ装置に記憶されることができる。取り外し可能記
憶媒体に基づく記録及び再生装置の場合、映像ストリーム及び関連映像セグメントの収集
の両方が同じ記憶媒体に記憶されることは好ましいことは明らかである。）；
を有する。
【００２８】
　好適には、コンテンツ分析アルゴリズムが、適切な映像又は音声シーン境界に対して選
択映像セグメントを調整するために又は、特定のイベントシーケンス、例えば、爆発、自
動車の衝突等を含むように提案している方法と結び付けて用いられる。
【００２９】
　自動的に生成されたトレーラを、映像マテリアルをブラウズするために用いることがで
きる。特に、自動プロファイルに基づく記録と組合せで、これは興味深い特徴である。ユ
ーザは、どのプログラムを視聴すべきかの記録プログラムから選択するための幾つかの方
式を必要とする。生成されたトレーラは、テレビジョンを楽しむ背もたれモードとよく適
合するオプションである。
【００３０】
　複写情報受信ユニット１１８、テキスト分析ユニット１２０、映像選択ユニット１２２
及び関連付けユニット１２４は、処理器を用いて実施されることが可能である。特に、そ
れらの機能は、ソフトウェアプログラムプロダクトの制御下で実行される。実行中、特に
、ソフトウェアプログラムプロダクトは、ＲＡＭのようなメモリに対してロードされ、そ
こから実行される。プログラムは、例えば、ＲＯＭ、ハードディスク又は磁気及び／又は
光記憶装置等のバックグラウンドメモリからロードされることが可能であり、若しくは、
インターネットのようなネットワークによりロードされることが可能である。任意に、特
定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）により開示した機能性を備えることができる。
【００３１】
　図２は、本発明に従って、テレビジョンプログラム２００に基づいて、映像トレーラ又
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は映像要約２０１の生成について模式的に示している。テレビジョンプログラム２００は
多くのシーン及びショットを有する。複写情報はテレビジョンが利用可能であることに関
連付けられることを前提とする。感嘆構文要素を有する複写情報の部分に属す映像ストリ
ームの相対的に小さい部分２０２乃至２１４を選択することにより、テレビジョンプログ
ラムの相対的に重要なシーンの部分が収集される。それ故、関連映像イセグメントの収集
は、映像トレーラ又は映像要約として非常によく適合するものである。典型的には、映像
ストリームの選択部分２０２乃至２１４は数秒（１乃至１０秒）の持続時間を有している
。選択映像セグメントの持続時間は所定の値に等しいことが可能である。しかし、好適に
は、その持続時間は、感嘆構文要素が存在する持続時間により決定される。代替として、
その持続時間はユーザにより制御可能である。任意に、映像セグメントの持続時間はテレ
ビジョンプログラムの持続時間に関連する。例えば、テレビジョンプログラムの持続時間
が長い場合、選択映像セグメントの持続時間は相対的に短いことが可能である。任意に、
映像セグメントの持続時間は、テレビジョンプログラムにおける検出された感嘆構文要素
の数に関連する。例えば、感嘆構文要素の数が制限される場合、選択映像セグメントの持
続時間は相対的に長い。
【００３２】
　上記の実施形態は本発明を限定するのではなく、例示であり、当業者は、同時提出の特
許請求の範囲についての範囲から逸脱することなく代替の実施形態をデザインすることが
できることに留意する必要がある。用語‘を有する’は、請求項に挙げられていない要素
又は段階の存在を排除するものではない。要素の単数表現はその様な要素の複数の存在を
排除するものではない。本発明を、幾つかの別個の要素を有するハードウェアにより及び
適切にプログラムされたコンピュータにより実施することができる。幾つかの手段を挙げ
ている装置請求項においては、それらの手段の幾つかを同一のハードウェアにより実施す
ることができる。第１、第２及び第３等を用いた表現は何れの順序を示すものではない。
それらの表現は単に名前として解釈されるべきものである。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明に従った記録及び再生装置の実施形態を示す模式図である。
【図２】本発明に従ってプログラムに基づいて映像要約の生成を示す模式図である。
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